
一
一
月
三
〇
日
、
埼
玉
県

教
職
員
組
合
連
合
（
埼
教
連

＝
埼
教
組
と
埼
高
教
で
構
成
）

は
、
成
績
主
義
・
差
別
賃
金

部
分
を
除
い
た
賃
金
・
労
働

条
件
改
善
で
の
第
三
回
賃
金

確
定
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

満
足
の
い
く
内
容
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
改
善
部
分
と
前

進
面
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
一
二
月
議
会
に
提
案

さ
れ
、
九
年
ぶ
り
の
差
額
支

給
実
現
の
見
通
し
で
す
。

１

人
事
委
員
会
勧
告
を
県

職
員
の
部
局
長
（
三
六
人
）

を
除
い
て
実
施
す
る

①
公
民
較
差
は
〇
．
五
八
％

（
二
、
四
一
四
円
）
で
あ
り
、

給
料
表
は
初
任
給
を
中
心
に

三
〇
歳
ま
で
の
若
年
層
に
限

定
し
て
改
定
す
る

②
子
等
に
係
る
扶
養
手
当
を

五
〇
〇
円
引
き
上
げ
る
（
六

〇
〇
〇
円
↓
六
五
〇
〇
円
）

③
地
域
手
当
を
全
県
一
律
〇
．

五
％
引
き
上
げ
る
（
五
％
↓

五
．
五
％
）

④
期
末
勤
勉
手
当
は
〇
．
〇

五
月
引
き
上
げ
る
（
四
．
四

五
月
↓
四
．
五
〇
月
）

※
県
教
委
「
今
年
度
、
部
局

長
を
除
い
た
が
、
人
事
委
員

会
勧
告
を
最
大
限
尊
重
す
る

と
い
う
考
え
は
変
わ
っ
て
い

な
い
。
ま
た
、
今
回
の
取
り

扱
い
は
異
例
な
も
の
で
、
翌

年
度
以
降
の
前
提
と
な
る
も

の
で
は
な
い
」

２

当
局
提
案
部
分
で
見
送

る
も
の
（
継
続
協
議
）

①
月
額
特
殊
勤
務
手
当
の
日

額
化
（
知
事
部
局
）

②
昇
格
基
準
の
見
直
し
（
知

事
部
局
、
一
部
教
育
局
）

③
期
末
・
勤
勉
手
当
の
役
職

段
階
別
加
算
制
度
の
年
齢
の

み
を
要
件
と
し
た
加
算
（
知

事
部
局
、
教
育
局
）

④
技
能
職
給
料
表
を
見
直
し

て
行
政
職
（
二
）
の
適
用

（
知
事
部
局
、
一
部
教
育
局
）

⑤
教
員
特
殊
勤
務
手
当
の
う

ち
入
学
選
抜
業
務
手
当
の
廃

止
（
教
育
局
）

右
の
提
案
の
実
施
を
見
送
る

３

夏
期
休
暇
の
取
得
期
間

の
拡
大

取
得
可
能
期
間
を
前
倒
し

し
て
、
六
月
一
日
か
ら
九
月

三
一
日
ま
で
の
期
間
と
す
る

（
現
行
は
七
月
一
日
よ
り
）

４

通
勤
手
当
の
ガ
ソ
リ
ン

代
引
き
上
げ
に
係
る
期
間
の

取
り
方

※
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
の
ガ

ソ
リ
ン
価
格
を
一
月
か
ら
一

二
月
の
県
内
ガ
ソ
リ
ン
価
格

の
平
均
値
と
し
て
、
翌
年
四

月
に
改
定
を
行
う

５

子
育
て
休
暇
の
対
象
範

囲
の
拡
大
の
可
能
性
を
示
す

※
県
教
委
「
引
き
取
り
訓
練

や
他
の
学
校
行
事
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
や
実
態
を
調
査
研

究
し
、
休
暇
の
対
象
と
す
る

か
を
検
討
す
る
」

６

非
常
勤
職
員
の
報
酬
、

臨
時
職
員
の
賃
金
改
定

①
非
常
勤
職
員
（
標
準
的
事

務
）
一
六
五
、
〇
〇
〇
円
↓

一
六
七
、
五
〇
〇
円

非
常
勤
職
員
（
標
準
的
相

談
業
務
）
一
七
五
、
五
〇
〇

円
↓
一
七
八
、
〇
〇
〇
円

②
臨
時
職
員
（
二
〇
歳
未
満
）

（
日
額
）
五
、
七
二
〇
円
↓

五
、
七
六
〇
円

臨
時
職
員
（
二
〇
歳
以
上
）

（
日
額
）
六
、
二
四
〇
円
↓

六
、
二
八
〇
円
（
二
〇
〇
八

年
一
月
一
日
実
施
）

※
県
教
委
「
現
行
の
算
出
方

法
が
適
当
か
検
討
す
る
」

「
特
殊
な
技
能
を
要
す
る
職

務
に
従
事
す
る
臨
時
職
員
の

賃
金
は
、
事
務
的
補
助
の
日

額
に
よ
ら
な
い
」

③
給
食
調
理
員
の
現
行
賃
金

「
予
算
の
確
保
に
努
め
改
善

に
向
け
努
力
し
た
い
」

７

非
常
勤
職
員
（
非
常
勤

講
師
）
へ
の
休
暇
改
善

①
週
三
〇
時
間
未
満
の
非
常

勤
職
員
の
夏
期
休
暇
を
勤
務

時
間
に
応
じ
て
付
与
す
る

②
週
三
〇
時
間
未
満
の
非
常

勤
職
員
の
、
忌
引
休
暇
・
交

通
途
絶
休
暇
・
公
務
傷
病
休

暇
に
つ
い
て
研
究
す
る

③
学
校
の
非
常
勤
講
師
の
夏

期
休
暇
は
、
任
用
の
時
期
・

期
間
や
勤
務
時
間
に
応
じ
て

付
与
す
る

８

実
施
す
る
当
局
提
案
に

対
し
て
（
高
校
関
係
）

※
県
教
委
「
実
習
指
導
手
当

の
う
ち
保
育
実
習
手
当
に
つ

い
て
、
支
給
対
象
業
務
が
無

く
な
る
た
め
廃
止
す
る
が
、

実
習
先
を
確
保
す
る
た
め
、

従
来
の
市
内
保
育
所
の
ほ
か
、

近
隣
の
私
立
幼
稚
園
に
受
け

入
れ
を
依
頼
す
る
な
ど
、
鴻

巣
女
子
高
校
保
育
科
に
お
け

る
保
育
実
習
に
支
障
が
な
い

よ
う
に
配
慮
す
る
」

９

開
校
記
念
日
の
休
日
の

廃
止

※
県
教
委
「
全
国
的
に
均
衡

を
失
し
て
い
る
の
で
お
願
い

す
る
。
休
日
を
一
日
減
じ
た

代
償
措
置
と
は
性
質
の
異
な

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
十
分

承
知
し
て
い
る
」
「
休
業
日

を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、

県
立
学
校
の
週
休
日
の
部
活

動
の
振
替
を
来
年
度
よ
り
月

一
六
時
間
上
限
を
月
二
四
時

間
に
拡
大
す
る
」
「
勤
務
時

間
の
調
整
に
つ
い
て
、
休
業

日
の
勤
務
場
所
を
離
れ
て
の

承
認
研
修
半
日
（
四
時
間
）

と
半
日
調
整
（
四
時
間
）
を

合
わ
せ
て
一
日
学
校
で
執
務

を
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
差

し
支
え
な
い
こ
と
と
す
る
。

先
生
方
が
こ
う
し
た
機
会
に

研
修
や
自
己
啓
発
な
ど
を
通

じ
て
、
資
質
の
向
上
に
努
め

て
い
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と

と
考
え
る
」

※
県
立
学
校
の
部
活
の
振
替

月
一
六
時
間
を
二
四
時
間
に

拡
大
す
る
部
分
は
、
中
学
校

の
部
活
動
に
お
い
て
も
同
じ

扱
い
を
す
る
こ
と
を
小
中
人

事
課
か
ら
指
導
す
る
。

10

割
振
変
更
簿
の
全
自
治

体
導
入
を
め
ざ
し
て

※
県
教
委
「
今
後
開
催
さ
れ

る
市
町
村
教
育
委
員
会
事
務

局
職
員
研
究
協
議
会
、
学
校

管
理
・
人
事
事
務
担
当
者
会

議
、
各
教
育
事
務
所
ご
と
の

主
管
課
長
会
議
で
、
導
入
し

て
い
る
取
組
事
例
、
独
自
作

成
の
割
り
振
り
変
更
簿
や
要

綱
な
ど
を
配
布
し
、
適
正
な

勤
務
時
間
の
管
理
等
に
つ
い

て
指
導
す
る
」
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